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2026年 6月 23日 

積水ハウス株式会社 

株式会社博報堂 

 

自身の興味・関心との出会いを通じて、ありたい自分への一歩を踏み出すきっかけを作る 

AI を活用した学びサービス「PLATFORM HOUSE NOZOKKU」α版を公開 

AI 生成による多様な暮らしの体験ストーリーを提供 

 

積水ハウス株式会社は株式会社博報堂と協業し、「学び」をテーマとした新サービス「PLATFORM HOUSE 

NOZOKKU（プラットフォームハウスノゾック）
※1
（α 版）」を本日リリースします。本サービスは、スマート

フォンで利用可能な積水ハウスのスマートホームサービス「PLATFORM HOUSE touch（プラットフォームハウ

スタッチ）
※2

 」の契約者およびその同居家族を対象に、追加料金なしでα版として試験運用を開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

積水ハウスは「プラットフォームハウス構想
※3
」として、人生 100 年時代の幸せの基盤となる「健康」「つ

ながり」「学び」を無形資産として提供することを掲げています。今回の「PLATFORM HOUSE NOZOKKU（α

版）」は、AI を活用した「学び」サービスです。 

「プラットフォームハウス構想」において「学び」とは、自分時間でやりたいことや興味・関心を見つけ、

ありたい自分へ一歩踏み出すことと定義しています。「PLATFORM HOUSE NOZOKKU（α 版）」では、興

味・関心との「偶然の出会い」をコンセプトに、AI 生成による多様な暮らしの体験ストーリーを専用コンテン

ツとして提供します。AI 生成コンテンツは、SNS のような投稿者の自己ブランディングや承認のための自己表

現などに左右されない内容となり、ユーザーは本コンテンツを閲覧する時は SNS 投稿者との関係性や対人配慮

から解放され、自身の自然な感情・反応を客観的に捉えやすくなります。その結果、潜在する興味を引き出

し、新たな発見や気づきにつながる体験が得られます。さらに、ユーザーのコンテンツ閲覧傾向を分析するこ

とで、自分では気づかなかった潜在的な興味・関心を発見するサポートも行います。 

積水ハウスと博報堂は、α 版での検証を踏まえ、今後は得られた“気づき”をより具体的なイメージや行動につ

なげ、ユーザーが新たな活動を行う一歩を後押しするサービスへ発展させていきます。 

積水ハウスはこれまで「PLATFORM HOUSE touch」や「駆けつけホームセキュリティ
※4
」など、暮らしに

寄り添うサービスを提供し、住まい手からお預かりした「生活ログ」解析による価値創造を進めてきました。

今後も「人生 100 年時代の無形資産」づくりを推進し、“「わが家」を世界一幸せな場所にする”というグロー

バルビジョンのもと、プラットフォームハウス構想に取り組んでまいります。 
 

※1 本名称「PLATFORM HOUSE NOZOKKU」は、望遠鏡や顕微鏡を「覗く」時のような純粋な知的好奇心や新しい発見を求めようとする前向

きな探究心を表現（略称「PFH NOZOKKU（ピーエフエイチノゾック）」） 

※2 スマートフォンの専用アプリを通じて、家の状態をリアルタイムで確認・操作できる間取り連動スマートホームサービス 

※3 先端技術を用いて住まい手のデータを活用し、幸せの基盤となる「健康」「つながり」「学び」のサービスを提供する新たな住まいの構想 

※4 在宅時の行動や家の状態から防犯に関する行動習慣を可視化し価格に反映する「PLATFORM HOUSE touch」の駆けつけ防犯サービス 
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■「PLATFORM HOUSE NOZOKKU（α版）」の体験 

「PLATFORM HOUSE NOZOKKU（α版）」は、ユーザーが自分の興味・関心を深めながら、興味外のコン

テンツとの「偶然の出会い」を通じて潜在的な興味・関心に気づく体験を提供します。メインとなる「タイム

ライン画面」には、独自のコンテンツである、AI が生成した多様な暮らしのストーリーが並びます。ユーザー

は自身の好みに合うものや、AI キュレーターが推薦する幅広いジャンルのコンテンツに触れることで、新しい

発見や気づきを得ることができます。気になったコンテンツは「ストックリスト」に保存して後から見返すこ

とができ、「マイページ」ではユーザーの傾向が分析され、興味・関心の変化を振り返ることができます。こ

の「発見（興味・関心の認識）→蓄積（興味・関心の保持）→振り返り」のサイクルを通じて、ユーザーは

自身の内なる興味・関心を可視化し、次の行動への意欲を育むことができます。 

  

 
「PLATFORM HOUSE NOZOKKU（α版）」 

 

■「PLATFORM HOUSE NOZOKKU（α版）」の体験価値を創出する主な技術機能 

１.「偶然の出会い」を生む、暮らしのコンテンツ生成ロジック 

「PLATFORM HOUSE NOZOKKU（α版）」上では、AIにて生成した独自コンテンツを表示します。これら

の「偶然の出会い」を生むための良質なコンテンツを作成するにあたり、世の中に公開されている「#やって

みた」記事を分析し、投稿文の構成要素と「いいね」の関係から「書き手の感情の機微が伝わる表現」など

の変数を体系化し、独自のコンテンツの生成ロジックを構築しました。また、読み手視点でも、生成された

コンテンツの構成要素と変数の組み合わせが自然な体験ストーリーとして成立しているかを検証・調整する

ことで、AI を用いながらも画一的ではない多様なストーリーを生み出すことが可能になりました。 

 

２.「偶然の出会い」を創出する AIインターフェース 

「タイムライン画面」では、独自のレコメンドアルゴリズムと表示機能により、ユーザーの興味を深める

「興味"内"」のコンテンツ、新たな発見を促す「興味"外"」のコンテンツ、多様な切り口で興味を刺激する

「企画ボックス」を組み合わせて表示します。これにより、ユーザーが自分でも気づいていない潜在意識に

働きかけ、次の行動につながるきっかけを生み出します。 
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自分のサービス内の回
 行動から、 得した
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３.「偶然の出会い」を蓄積するパーソナルスク ップス ース 

「ストックリスト」は「興味"内"・"外"」のコンテンツを保存し、「今度やってみる」「話のネタに」など

読後感別に整 できる機能を備えています。読後感の追加・編集や読後感別でのコンテンツ移動ができ、

ユーザーが自分好みに整 した価値ある情報を失わず、いつでも見返せるようにします。 

 

４.新しい自分に出会える関心 ネージャー 

「マイページ」では、アクセスログ解析により閲覧傾向の高いコンテンツに紐づくモチベー ョンタグのベ

スト 3 などを確認できます。「自分はこんなことに関心があったのか」という新たな気づきを得ることで、

ユーザーが興味の変化を振り返り、新しい自分に出会うことを促します。 

 

■ 株式会社博報堂との共同開発 

博報堂は「生活者インターフェース市場
※1
」の取り組みとして、2023 年より積水ハウスと連携し、生活者

発想に基づく多面的なデータ分析を通じて、住まい手への新たな価値提供につながるサービス開発を進めてき

ました。今回は、積水ハウスのデータ基盤技術と、博報堂が持つ生活者インサイトを導く洞察力と AI 技術を組

み合わせ、人生 100年時代における「学び」を育む新サービスを開発しました。 
 

※1 デジタル化で生活者とあらゆる企業や、モノ、場が常時・双方向につながり、その接点となるインターフェースに新しいサービスや体験が

生まれています。博報堂は、これらを「生活者インターフェース市場」と標榜しています。 

 

■ 暮らし解析プ ットフォー の展望 

積水ハウスは、「人生 100 年時代の無形資産」づくりを推進し、“「わが家」を世界一幸せな場所にする”と

いうグローバルビジョンのもと、「プラットフォームハウス構想」に取り組んでいます。「プラットフォーム

ハウス構想」における暮らし解析プラットフォームは、住まい手を起点とした「暮らしデータ」と、一般生活

者が活動時に蓄積される「活動データ」を統合・解析し、住まい手の「ありたい暮らし」の実現をサポートす

るための情報基盤です。 

積水ハウスと博報堂は、今回の「PLATFORM HOUSE NOZOKKU」を皮切りに、住まい手からお預かりした

情報をもとに価値を創造しサービスとして還元することで、お客様に無形資産の価値が蓄積されることを目指

します。 

 

 


